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はじめに

• 当社の協働運搬ロボットは他の運搬ロボットと異なる点が多々あります

• 車体、機能、仕様の細部のご案内前に、まずは概要をご覧ください

● 協働運搬ロボット選定ガイドに沿ってご案内します
当社ウェブサイト／販促資料より https://doog-inc.com/documents/

● アニメーション動画(4分弱)がございます
https://www.youtube.com/watch?v=NfvsH-BqDoE

様々なお客様のよくある疑問にお答えできる内容です

https://doog-inc.com/documents/
https://www.youtube.com/watch?v=NfvsH-BqDoE


どのようなお客様がご購入されているか

• 既存のAGVやAMRでは自社の課題が上手く解決できない経験者
• 既存の機器の制約が自社の現場に合わないことをご理解されている方
• リピートで導入するお客様は、目の前の課題解決だけでなく、社内の自動

化意識の改革や、継続的な改善活動を目的としている場合もあります

※ 既存のAGVやAMRの機能や仕様と比較して理解することはお勧めできかねます
同じ尺度で比較して数値仕様が勝るタイプの製品ではないためです

（協働運搬ロボット選定ガイドの抜粋）



導入の決め手となることの多い特徴は何か

• これほどまで汎用的なツールとして提供されるものが他にない
• 汎用的ながらも、簡単に導入できて深掘りすることもできる柔軟性

※ 費用対効果も、効果を高めることもお客様自身やインテグレータ次第の製品です

（協働運搬ロボット選定ガイドの抜粋）



ソリューションを実現する選択肢は何があるか

• 必要な運搬能力によって車体を選択していただけます
• ほとんどのお客様は高機能なＥシリーズを選択されています
• カスタマイズ用の多くの周辺機器／システムはサードパーティから提供中

※ 当社は主に本体（ベースユニット）を製造販売するメーカーです
※ ロボットアームの市場と同様に、ソリューションを実現するにはインテグレータが必要です

（協働運搬ロボット選定ガイドの抜粋）



インテグレータ(取り纏め)とは誰なのか

• ①当社提携のインテグレータ販売事業者に委託することができます
• ②お客様ご自身がインテグレータとなり当社がご支援することもできます
 

※ 上記①②はまったく異なる導入支援サービスのため、概算価格のご案内のためにも選択が必要です
※ 上記①の場合に、お客様の想定する運用等を当社がお聞きした上でご紹介をさせていただけます

（協働運搬ロボット選定ガイドの抜粋） （別紙：②の標準的な手順）



各種資料や動画も検討のご参考となります

• 当社ウェブサイトに本体／周辺機器／協力メーカーのチラシがあります
• 当社ウェブサイトのサポートページから、各種資料を取得いただけます
• 当社YouTubeチャンネルやプレイリストに様々な参考動画があります

（協働運搬ロボット選定ガイドの抜粋）



補足： お客様の自動化の第一歩としてもお勧め

１. まずは単純な苦役からの開放が現場要望となる(重量/長距離/回数)

２. 現場が使いやすい、理解しやすい、受け入れやすい超簡単なツールから始めてみる

３. 現場を巻き込んだアイディア出しや試行錯誤を通じて現場の自動化意識が向上する

4. さらに高い稼働率の運用を策定し、必要な内容を見極めて追加カスタマイズできる

協働 運搬ロボット ⋙ 追従 運搬ロボット

現場が喜ぶシンプルな運用！自主的に自動化を追求できる！ 圧倒的な違い

追従するだけのロボットと誤解されている方も多いですが、
実はその誤解から導入を始めてみる良さもあります



想定されている導入内容をお聞かせください
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